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ダンス授業での学修成果がジェネリックスキルに 
及ぼす影響

谷　本　英　彰†

The Influence of Leaning Outcomes to Generic Skills in Dance Lesson

TANIMOTO Hideaki†

Abstract

　The purpose of this study was to examine how contribute the dance lesson to the 
generic skill which is cultivated through university education. To explore the 
contribution the dance lesson to the skill, using quantitative date and qualitative data.
　In the case of using quantitative date, the result indicate that “understanding” and 

“involving oneself with other” which is subscales of learning outcomes in dance lesson, 
positively effect to the general foundation in interpersonal and personal skills. Equally, 
in the case of using qualitative date, the result indicate that the leaning outcomes 
contribute to cultivate the communication skills and independence.
　The results of this study conclude that dance lesson contribute to cultivate the 
general foundation in interpersonal and personal skills.

キーワード：大学教育，大学体育，コミュニケーションスキル，テキストマイニング

目　的

　近年，大学入学志願者のほとんど全員が大学入学を果たすことのできる「大学全入時代」

を迎え，大学生の学力低下等の課題が叫ばれる中で，大学が教育現場として求められる役

割は変化してきている。グローバル化が進展する変化の激しい社会の中で生き抜く手立て

として，コミュニケーション能力，論理的思考力，自己管理力など，どのような場面にお

いても転移可能能力であるジェネリックスキルが必要不可欠であり，この能力を大学教育
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において育むことが求められている（社会人基礎力に関する研究会，2006；中央教育審議

会，2008；中央教育審議会，2011）。

　このジェネリックスキルのうちチームワーク能力の向上を意図して，筆者は大学ダンス

授業における創作活動に着目し，大学１年生を対象に，その効果を検証した。その結果，チー

ムワーク能力の基盤となるコミュニケーション能力の一部を向上させる効果があり，ダン

ス授業における創作活動は初年次教育において重要な役割を担っていることを示唆した

（谷本，2016）。この研究においては，上述したように，ジェネリックスキルの１要素であ

るチームワーク能力に焦点を当てており，ジェネリックスキルを包括的に検討されていな

い。大学教育は数多くの課内活動さらには課外活動によって構成されており，これらすべ

てを通じ，４年間をかけてジェネリックスキルを包括的に涵養していく。ダンス授業はそ

のごく一部であることから，ジェネリックスキルのうち，どのような資質や能力の涵養に

寄与しているのかを明らかにし，今後の大学ダンス授業における授業研究の基盤となる資

料を収集する必要がある。そこで，本研究では，大学ダンス授業における学修成果が大学

生のジェネリックスキルのうち，どのような資質や能力の向上に寄与しているのかを検討

することを目的とした。

　ところで，これまでの大学ダンス授業における学修成果に関する研究の多くは量的デー

タを用いた検証を主として行われており，質的データを用いたとしても量的データを補完

するような位置づけで使用されてきた（例：細谷ほか2012；原田，2014；檜皮ほか，

2017）。量的データに対して質的データは，回答者の詳細な意見を反映したデータが得ら

れる可能性がある一方，分析者の主観が影響し，カテゴリー分類等の結果が異なるといっ

た懸念が残されることや大量のデータを扱うには困難であるという問題が残されていた。

しかし，それらの問題を解決する分析手法として比較的最近になり，テキストマイニング

という手法が注目されつつある。

　テキストマイニングとは，文章（テキスト）から有益な情報を発掘（マイニング）する

ための方法であり，自然言語処理の手法を用いて，文章を単語や句に分割し，単語の出現

頻度や単語間の関係を統計的に解析することにより，文章から情報を抽出することが可能

である（内田ほか，2012）。体育授業場面において，テキストマイニング分析を用いた研

究報告は徐々に増加しており，例えば，西田ほか（2015）は大学体育授業に関するふりか

えりを自由記述で回答させ，そのテキストデータを用いて大学体育授業における主観的恩

恵について検討を行い，10カテゴリーを抽出している。また，奈良ほか（2017）は自身の

所属する大学の体育授業における教育目標の肯定的認知度を受講生のふりかえり自由記述

をもとに分析したところ，教育目標として示されているカテゴリーのうち，ほとんどにつ
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いて肯定的に認知されているが，「解釈力・鑑賞力」についての認知度が低かったことから，

今後はその点を踏まえた授業改善が必要であると考察している。その他にも水泳（大山ほ

か，2011），陸上競技（伊藤ほか，2011），バドミントン（平野，2015），ダンス（朴ほか，

2017）など様々な教材における指導法や学修成果についての検討が行われている。さらに，

大学体育授業場面だけでなく学校教員養成の保健体育指導場面（杢子ほか，2013；満武ほ

か，2016；角南ほか，2017；山口ほか，2017）や中学校・高等学校における体育授業場面

（伊藤ほか，2011；内山ほか，2014；大矢ほか，2016）などその領域は多岐にわたる。こ

のように，テキストマイニングは自由記述形式の質的データを用いて有益な情報を抽出し，

量的データを用いた分析では明らかにできない，回答者の自由な言葉や文章から新たな知

見を導き出せるという有用性から多くの研究で用いられつつある。しかし，大学ダンス授

業においては，朴ほか（2017）がダンス授業履修者を対象にダンスのイメージについて調

査したもののみであり，ダンスの学修成果をテキストマイニング分析によって質的に検討

した研究は見当たらない。

　以上を踏まえ，本研究では，大学ダンス授業における学修成果が受講生のジェネリック

スキルにどのような影響をもたらすのかを量的データのみならず質的データも用いて検討

することとした。

研究１　ダンス授業の学修成果とジェネリックスキルとの関連

方　法

対象者

　関西地区の４年制私立大学において平成28年度前期に開講された「スポーツ科学実習（ダ

ンス１）」を受講した大学生89名（男性51名，女性38名；１年生87名，２年生２名）を調

査対象とした。そのうち，調査票への回答に記入漏れや二重回答のあるものを除外し，最

終的に85名（男性50名，女性35名；１年生83名，２年生２名）を分析対象者とした。

授業内容

　谷本（2016）と概ね同様の単元計画で授業を実施した。単元計画を表１に示す。本科目

は，学科必修科目であるとともに教職必修科目として位置づけられており，ダンスの創作

方法および創作ダンスの指導法を中心とする内容で構成されている。授業は，課題の設定

および把握の後，グループに分かれて創作活動を行い，その後に互いの作品の発表と鑑賞

という流れで進められた。創作グループは概ね５－６名で構成された。また，受講生が多

くの者と触れ合う機会をつくるために創作グループは課題が変更されるたびに再編成され
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たが，第９回目「自由テーマでのグループ作品の創作」からは，グループを固定して創作

活動を実施させた。

調査内容

１）　ダンス授業の学修成果

　 　松本ほか（1996）の「ダンス授業評価尺度」を用いた。この尺度は，中学校における

創作ダンスの授業を４つの観点（「おどる・つくる」「わかる」「かかわる」「とりくむ」）

で評価するために作成されたものである。本研究の対象者は大学生であるが，本尺度が

本研究で取り扱った授業の目標および内容を十分評価できることから本尺度を使用する

ことは妥当であると判断した。回答形式は「全くあてはまらない（１）」から「非常に

よくあてはまる（７）」の７段階評定であった。

２）ジェネリックスキル

　 　学校法人河合塾と株式会社リアセックが共同開発したProgress Report On Generic 

表１　スポーツ科学実習（ダンス１）の単元計画
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Skills（PROG）を用いた。このテストではジェネリックスキルを「リテラシー」と「コ

ンピテンシー」の両面から総合的に測定することができる。ここでいう「リテラシー」

は「知識を活用して問題解決する力」，「コンピテンシー」は「経験と積むことで身につ

いた行動特性」と定義づけられている（PROG白書プロジェクト，2015）。このテスト

に回答することにより，リテラシーを１～７の７段階，コンピテンシーを１～５の５段

階で評価することができる。テスト概要および測定可能な能力は表２のとおりである。

調査方法

　ダンス授業の学修成果については，授業最終回終了後に調査を実施し，授業担当教員が

調査票を配布・回収した。回収率は100％であった。倫理的配慮に関して，研究の目的の

説明および得られたデータを集計以外に用いることはなく，プライバシーが保護されてい

ることをフェイスシートに明記するとともに，調査実施直前に口頭で伝達を行った。また，

調査への回答は自由意志であり，いつでも回答を中止できることを口頭で伝達した。

　ジェネリックスキルの調査は，１年生については初年次演習科目の授業内で，２年生に

ついては担任教員によって，キャリア教育の一環として実施された。なお，調査票の回収

率は100％であった。

表２　PROGのテスト概要
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分析方法

　 　まず，各変数の関連性を検討するためにピアソンの相関係数を算出した。そして，ダ

ンス授業における学修成果がジェネリックスキルに与える影響を検討するためにPROG

における「リテラシー」の総合評価得点および下位概念（「情報収集力」「情報分析力」「課

題解決力」「構想力」「言語処理能力」および「非言語処理能力」）の評価得点，「コンピ

テンシー」の総合評価得点および下位概念（「対人基礎力」「対自己基礎力」および「対

課題基礎力」）の評価得点を従属変数，ダンス授業評価尺度の得点を独立変数とした強

制投入法による重回帰分析を行った。なお，これらの分析に際しては，IBM SPSS 

Statistics 21を使用した。

結　果

　まず，各変数間におけるピアソンの相関係数を算出した（表３）。その結果，ダンス授

業評価尺度のうち「わかる」を除くすべての下位尺度とリテラシーの「情報収集力」（「お

どる・つくる」r=-.234, p<.05；「かかわる」r=-.239, p<.01；「とりくむ」r=-.265, p<.05）

および「課題解決力」（「おどる・つくる」r=-.283, p<.01；「かかわる」r=-.271, p<.01）に

有意な負の相関が認められた。また，ダンス授業評価尺度のすべての下位尺度とコンピテ

ンシーの総合評価（「おどる・つくる」r=.310, p<.01；「わかる」r=.421, p<.01；「かかわる」

r=.315, p<.01；「とりくむ」r=.415, p<.01）および下位概念のうち対人基礎力（「おどる・

表３　各変数間の相関
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つくる」r=.323, p<.01；「わかる」r=.406, p<.01；「かかわる」r=.296, p<.01；「とりくむ」r=.414, 

p<.01）および対自己基礎力（「おどる・つくる」r=.256, p<.05；「わかる」r=.399, p<.01；「か

かわる」r=.251, p<.05；「とりくむ」r=.354, p<.01）の間に有意な正の相関が認められた。

　次に，ダンスの学修成果がジェネリックスキルに及ぼす影響を検討するために，PROG

における「リテラシー」の総合評価得点および下位概念の評価得点，「コンピテンシー」

の総合評価得点および下位概念の評価得点を従属変数，ダンス授業評価尺度の得点を独立

変数とした強制投入法による重回帰分析を行った。分析によって得られた重決定係数（R2）

および標準偏回帰係数（β）を示したものが表４である。重決定係数（R2）の値は0.018-0.244

の範囲であったことから，本調査において抽出されたダンス授業評価における４下位尺度

の分散は，PROGの各総合得点および各下位概念の評価得点の分散の約1.8%-24.4%を説明

していることを示した。また標準偏回帰係数（β）の値については，コンピテンシーの総

合評価において「わかる」および「とりくむ」が有意な正の影響性を示した（「わかる」：

β=.527, p<.01；「とりくむ」：β=.472, p<.05）。また，「対人基礎力」において「わかる」「と

りくむ」が有意な正の影響性を，「かかわる」が有意な負の影響性を示した（「わかる」：

β=.498, p<.05；「とりくむ」：β=.486, p<.05；「かかわる」：β=-.456, p<.05）。さらに「対

自己基礎力」において「わかる」および「とりくむ」が有意な正の影響性を，「かかわる」

が有意な負の影響性を示した（「わかる」：β=.646, p<.01；「とりくむ」：β=.441, p<.05；「か

かわる」：β=-.494, p<.05）。

研究２　テキストマイニングによるダンス授業の学修成果の抽出

方　法

対象者

　研究１と同様の者を調査対象者とした。調査票への記入内容を確認したところ，記入漏

れのある者がいなかったため，調査対象者である89名（男性51名，女性38名；１年生87名，

表４　ダンス授業評価を独立変数とした重回帰分析
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２年生２名）のテキストデータを分析対象とした。

調査内容

　対象者に受講したダンス授業の全般をふりかえりを行ってもらい，そこで得られた学修

成果について，自由記述による回答を求めた。具体的には，「ダンスの授業を受講して，

学んだこと，自分自身が成長したと思うこと」について記述するよう教示した。また，記

入に際して特になしという記述は避けるように教示を与えた。

分析方法

　まず，各対象者から得られたダンス授業の学修成果に関する自由記述のうち，学修成果

について複数の記述が認められる場合は，その意味を損なわないように留意しながら文章

を区切り，１つの内容につき１つのテキストデータとなるよう修正した。続いて，形態素

解析を行った。形態素解析は，文字列を文法的に意味のある単位の構成要素に分割し，各

要素の文法的素性を決定する手法である。なお，自由記述は同じ意味をあらわす言葉でも

漢字，ひらがな，カタカナなどの表記ゆれや，コンピューターに入力する際の変換ミスが

生じたりすることも多く，単純に自由記述をテキストマイニングしても質の高い結果が得

られにくいとされている。このことから，本研究では形態素分析の結果を確認し，表記ゆ

れ等の不統一な表現があった場合，類義語登録を行い，それを反映させた形態素解析を再

度実行するという作業を繰り返し行った。そして，形態素分析に続き，係り受け解析を実

施した。係り受け解析とは，同じ１文内に出現しているだけでなく，そこに「係る語」と

「受ける語」の関係が成り立っているかどうかについて分析する手法である（川嶋，

2012）。なお，これらの分析に際しては，テキストマイニングツールSPSS Text Analytics 

for Surveys 4.0Jを使用した。

結　果

　得られた自由記述数は対象者１人につき１個から４個までであり，総計251個であった。

それらから適切でない記述を削除し，最終的に分析対象とした自由記述数は総計248個と

なり，対象者１人あたり平均2.76個の記述が得られた。

　これらの自由記述に対して，形態素分析を行った結果，614語のキーワードが得られた。

ここから，質問文に含まれる語（「ダンス」「授業」「ダンス授業」「成長」「成長した」），

単独では明確な意味を持たない単語（「なる」「いる」「ある」「そして」「から」「ない」），

文脈から分析上不要と考えられる語（「大学」「大学の授業」）を不要語辞書に含め，それ
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らを除外した上で再度，形態素分析を行ったところ，最終的に567語が得られた。これら

のうち，先行研究（内山ほか，2014；西田ほか，2015；朴ほか，2017）に準拠して，出現

率が５％以上にて出現した語を本研究における主要な形態素として表５に示した。最も出

現率の高かった語は「できる（27.0%）」であり，「仲間（23.8%）」，「自分（19.8%）」，「意

表５　ダンス授業の学修効果に関する形態素の頻度および出現率

図１　ダンス授業の学修成果に関する係り受け解析結果
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見（18.5%）」，「学ぶ（10.5%）」など合計17語が出現した。

　次に得られたキーワードについて係り受け解析を実施した結果，頻度10以上を示した語

を図１に示した。最も頻度が高かった語は「できる＋仲間（頻度52）」であり，「できる＋

自分（頻度47）」，「作品＋つくり上げる（頻度16）」，「意見＋仲間（頻度14）」，「出し合

う＋意見（頻度12）」，「意見＋自分（頻度12）」，「コミュニケーション＋仲間（頻度10）」

と合計７語が出現した。

考　察

　本研究では，大学実技科目として開講されているダンスの授業が大学教育において大学

生のジェネリックスキル涵養に対し，どのように寄与しているのかを検討するために，量

的データおよび質的データの２種類のデータを分析し，検証を行った。

　まず，大学ダンス授業での学修成果がジェネリックスキルにどのように寄与しているか

について，量的データを用いて検討した。分析の結果，ジェネリックスキルのうちリテラ

シーについては有意な影響性は認められなかったが，コンピテンシーにおいて正または負

の影響性が認められた。具体的には，ダンス授業内で「わかる」および「とりくむ」とい

う点について学修成果を認知している者は，対人基礎力および対自己基礎力が向上してい

た。一方，「かかわる」という点について学修成果を認知している者は，対人基礎力およ

び対自己基礎力が低下する傾向が認められた。ダンス授業評価尺度の下位尺度である「わ

かる」は，「友達の意見を取り入れられた」「いろいろな表現ができると思った」など，創

作した動きや表現を互いに鑑賞し合う活動を通じて，動きや表現への認識を広げ深め，良

さを識別する力がつくこと意味している（松本ほか，1996）。また，「とりくむ」は，「自

分から進んで学習できた」「積極的に意見を出せた」など学習への主体的で意欲的な取り

組みを意味している（松本ほか，1996）。これらを踏まえ，本研究で得られた知見をみて

みると，ダンス授業内における創作活動など種々の活動の中で，自ら積極的に意見を出し

たり，他者を受け入れたりすることを通して，他者との人間関係を構築し，ともに高め合

う力（対人基礎力）やストレスやプレッシャーのかかる場面でも状況を前向きにとらえ，

粘り強く行動する力（対自己基礎力）が身についたといえる。これは，筆者が実施した授

業実践（谷本，2016）で得られた知見を支持するとともに，対自己基礎力の向上という新

たな知見を提示することができたといえる。

　一方，ダンス授業を受講して，「かかわる」という点において学修成果を認知している

にもかかわらず，対人基礎力および対自己基礎力が低下していることが明らかとなった。
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しかし，「かかわる」，対人基礎力および対自己基礎力の相関係数を確認してみると，３変

数間には有意な正の相関が認められる。このことから，本研究で得られた重回帰分析の結

果には多重共線性が疑われる。多重共線性とは，２つの独立変数間の相関が高い場合に引

き起こされる現象で，分散共分散行列の逆行列が存在しなかったり，逆行列が計算できて

も，非常に誤差の大きいものになったりして，信頼性の低い重回帰式が求まることがある

（石村，2008）一般的に独立変数間の相関係数が，r=.900以上であれば多重共線性が疑わ

れる。本研究における独立変数間の相関係数は.720-.821であり，非常に高いものではあっ

たが，基準値を超えるものではなかった。また，多重共線性を確認する指標の１つである

VIF値を算出したところ，その値は3.74-5.31であり，一般的に多重共線性が疑われるとさ

れる値（VIF>10）を超えていなかった。しかし，これらの基準は絶対的なものではなく，

研究者によって意見が分かれる。独立変数間の相関は，多重共線性が疑われる基準値では

なかったものの非常に高い相関関係にある。また，本研究の分析対象者は85名であり，サ

ンプルサイズが小さい。今後，サンプルサイズを拡大して，詳細に検討を進めていく必要

がある。

　また，本研究では，量的データのみならず，質的データも用いてダンス授業の学修成果

がジェネリックスキルに与える影響について検討した。係り受け解析の結果，「できる＋

仲間」や「できる＋自分」といった係り受けの関係を持つ語が多く出現していた。これに

ついては，例えば「それぞれが意見を出し合ったりしながら，みんな（仲間）でつくるこ

とができた。」「自分ができないと思っていたことができるようになった。」といったよう

な記述がみられ，自分自身がまたは仲間とともに何かを成し遂げたことを実感しているこ

とが推察される。また，「意見＋仲間」「出し合う＋意見」「意見＋自分」「コミュニケーショ

ン＋仲間」といった係り受け関係を持つ語が出現したことから，他者と意見を交わしたり，

自分の意見を出したり，コミュニケーションを図る能力や自ら情報を発信する主体性の向

上を実感していることが明らかとなった。村田（2012）は，ダンス授業は他の運動領域と

は異なり，「心身の解放」「身体による豊かなコミュニケーション」「いま・ここから創り

出す問題解決学習（ゴールフリー学習）」という特性を持つとしている。本研究から得ら

れた「作品＋つくり上げる」という語が示すように，ダンス授業における創作活動は，テー

マや表現方法を自ら考えるゴールフリー学習であり，その学習過程において言葉や身体表

現を用いてコミュニケーションを図る中で，対人基礎力や対自己基礎力を涵養していった。

これらの知見は，本研究における量的データの分析とも類似する結果であり，創作活動を

主体とした大学ダンス授業は，大学教育においてコミュニケーション能力などの対人基礎

力やプレッシャーやストレスのかかる困難な状況においても主体的に行動することのでき
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る対自己基礎力の涵養に寄与することを示せたのではないだろうか。

　最後に，本研究の課題について述べる。上述したように本研究のサンプルサイズは小さ

く，結果の汎用性については確証を得難いといえる。また，本研究では，ダンス授業の学

修成果を独立変数，ジェネリックスキルを従属変数として取り扱ったが，横断的研究であ

るため，因果関係については言及できない。また，テキストマイニングについては，本研

究では89名から251個のテキストデータを得て分析を行ったが，例えば西田ほか（2015）は，

989名から2503個のテキストデータを得て，分析を行っており，本研究のサンプルサイズ

は小さいといえる。そのため，今後はサンプルサイズを拡大するとともに因果関係を明確

にするために縦断的検証を実施していく必要がある。
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